
 

Ｗ
Ａ
Ｍ
記
念
講
演
会 

 
 

Ｗ
Ａ
Ｍ
（
福
祉
医
療
機
構
）
実
証
事
業
を
記
念
し
て
、
多
く
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
一
部
の
講
演
会
は
、
柏
図
書
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
を
会
場
に

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
参
加
者
百
十
一
名
と
、
ほ
ぼ
満
席
の
な
か
、

主
賓
の
前
々
柏
市
医
師
会
会
長
の
宮
地
先
生
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
当

研
究
所
大
武
美
保
子
代
表
理
事
よ
り
、
「
や
わ
ら
か
頭
で
認
知
症
予

防
」
を
タ
イ
ト
ル
に
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
頷
い
て
お
ら
れ
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

続
い
て
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
応
募
い
た
だ
い

た
二
四
名
の
方
々
に
、
四
班
に
分
か
れ
て
「
写
真
で
語
る
東
葛
の
魅

力
」
を
テ
ー
マ
に
、
一
分
共
想
法
を
実
施
し
ま
し
た
。
会
場
の
関
係

で
、
舞
台
上
で
の
実
施
に
な
り
、
緊
張
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
と
て

も
落
ち
着
い
て
、
楽
し
そ
う
に
お
話
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
一
つ
の
テ
ー
マ
を
二
四
人
二
四
様
の
視

点
か
ら
と
ら
え
ら
れ
た
お
話
に
は
、
「
ワ
ア
ー
、

き
れ
い
！
」
と
か
「
ア
ッ
、
こ
こ
知
っ
て
る
！
」

な
ど
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
さ
さ
や
き
が
お
こ
り
、
会
場
全
体
で
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
午
後
四
時
か
ら
は
、
会
場
を
校
内
の
食
堂
「
プ

ラ
ザ
憩
い
」
に
移
し
、
立
食
形
式
で
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
六
十

名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
肩
が
触
れ
あ
う
ほ
ど
の
盛
況
で
、
共
想

法
、
ほ
の
研
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ

い
た
皆
様
！
三
周
年
記
念
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
頂
け
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
か
ら
も
、
ほ
の
ぼ
の
研
究
所
の
活
動
を
ご
支
援
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

黒
田
征
二 

人
工
知
能
学
会
で
発
表 

平
成
二
二
年
度
人
工
知
能
学
会
（
第
二
四
回
）
は
、
六
月
九
日

（
水
）
～
六
月
一
一
日
（
金
）
に
、
長
崎
市
の
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
の
ぼ
の
研
究
所
の
市
民
研
究
員
を
代
表 

 

い
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
部
会
は
、
主
宰
者
で
あ
る
大
武
美
保
子 

先
生
の
挨
拶
で
ス
タ
ー
ト
し
、
約
三
十
名
の
参
加
者
。 

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
、
ほ
の
ぼ
の
研
究
所
か
ら
前
川
晃
子
が
『
認

知
症
予
防
支
援
サ
ー
ビ
ス
「
ふ
れ
あ
い
共
想
法
」
に
お
け
る
持
続
可

能
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
手
法
の
開
発
』
と
題
し
て
、
昨
年
新
た
に
開
発

さ
れ
た
「
共
想
法
体
験
コ
ー
ス
」
の
概
要
と
、
実
施
評
価
を
発
表
し

ま
し
た
。
従
来
の
「
標
準
共
想
法
」
で
課
題
と
さ
れ
た
参
加
者
と
実

施
者
の
時
間
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
、
共
想
法
と
認
知
症
予
防

の
基
本
的
な
考
え
方
を
学
ぶ
二
つ
の
座
学
と
共
想
法
実
習
に
分
け

た
こ
と
。
こ
れ
に
よ
り
、
ほ
の
ぼ
の
研
究
所
の
市
民
研
究
員
が
研
修

を
兼
ね
て
、
交
替
で
体
験
コ
ー
ス
の
講
師
を
務
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
実
施
評
価
で
は
、
二
つ
の
座
学
と
一

つ
の
実
習
で
、
基
本
的
な
講
座
運
営
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
出
来
、
市

民
研
究
員
で
も
入
門
レ
ベ
ル
の
講
師
と
運
営
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
。
体
験
コ
ー
ス
参
加
者
か
ら
、
標
準
共
想
法
参
加
を
経
て
共
想
法

の
実
施
・
協
力
者
へ
の
人
材
育
成
の
循
環
の
仕
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
共
想
法
」
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

持
続
可
能
性
を
保
証
す
る
に
は
、
実
施
者
の
適
正
や
継
続
可
能
性
の

見
極
め
、
専
門
性
の
向
上
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
手
法
を
巡
る
課
題

は
多
い
が
、
今
後
と
も
、
行
政
の
他
、
医
療
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

問
題
点
を
順
次
解
決
し
、
高
齢
者
の
認
知
症
予
防
と
社
会
貢
献
を
同

時
に
実
現
し
た
い
と
、
十
五
分
の
発
表
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

部
会
の
最
後
一
七
番
目
に
、
大
武
先
生
が
『
回
想
法
か
ら
見
た
共

想
法
の
考
察
と
連
携
』
と
題
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
①

共
想
法
の
一
般
的
な
定
義
、
②
回
想
法
と
共
想
法
の
背
景
の
比
較
、

③
回
想
法
関
連
手
法
と
共
想
法
の
比
較
、
④
回
想
法
と
共
想
法
の
連

携
、
で
今
後
と
も
回
想
法
を
実
践
研
究
す
る
専
門
家
の
方
と
連
携
し

て
、
認
知
機
能
の
維
持
向
上
を
達
成
す
べ
く
、
手
法
を
深
化
さ
せ
て

い
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 
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平
成
二
二
年
七
月
十
三

日
、
ほ
の
ぼ
の
研
究
所
の

設
立
三
周
年
を
記
念
す

る
行
事
が
、
東
京
大
学
柏

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

今
年
も
昨
年
同
様
、
講
演

会
と
交
流
会
の
二
部
構

成
で
し
た
。
特
に
、
第
一

部
の
記
念
講
演
会
は
、
今

年
度
採
択
さ
れ
た 

発表する市民研究員 前川さん 

し
て
、
長
谷
川
多
度
、
前
川

晃
子
、
豊
嶋
尉
史
、
塚
脇
章

生
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

部
会
は
、「
近
未
来
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
認
知
症
予
防
回
復
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
と
忘
却
の

科
学
」
で
、
九
日
（
水
）
の

午
前
九
時
よ
り
午
後
五
時
過

ぎ
ま
で
、
一
七
件
の
興
味
深



 
学
会
初
参
加
の
私
に
と
っ
て
、
長
時
間
に
わ
た
る
ハ
ー
ド
な
内

容
で
し
た
が
、
認
知
症
に
関
係
さ
れ
て
い
る
、
第
一
線
の
研
究
者
の

方
々
と
の
触
れ
合
い
は
、
前
夜
祭
と
し
て
恒
例
に
な
っ
て
い
る
部
会

参
加
者
に
よ
る
夕
方
の
交
流
会
と
併
せ
て
、
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

来
年
度
の
開
催
予
定
は
、
岩
手
県
盛
岡
市
。 

 
 

 

塚
脇
章
生 

長
崎
紀
行
文 

発
表
の
翌
日
、
飛
行
機
の
時
間
ま
で
、
ほ
の
ぼ
の
研
究
所
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
長
崎
観
光
を
し
ま
し
た
。
原
爆
ゆ
か
り
の
地
で
は
、
ノ

ー
ト
を
手
に
し
た
小
学
生
た
ち
の
い
く
つ
も
の
グ
ル
ー
プ
が
「
平
和

案
内
人
」
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
に
歴
史
の
説
明
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
平
和
祈
念
公
園
で
は
、
“
原
爆
、
許
す
ま
じ
”
の
歌
声
が

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
静
か
に
流
れ
て
き
て
、
広
島
で
高
校
時
代
を
過
ご

し
た
私
に
と
っ
て
は
懐
か
し
い
歌
。
半
世
紀
ぶ
り
に
聞
く
反
原
爆
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
心
が
引
き
締
り
ま
し
た
。
原
爆
資
料
館
で
は
、
被
爆

直
後
の
長
崎
を
撮
影
し
た
ア
メ
リ
カ
軍
人
、
ジ
ョ
ー
・
オ
ダ
ネ
ル
氏

の
有
名
な
写
真
「
焼
き
場
に
立
つ
少
年
」
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
写
真
を
残
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
も

近
年
、
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
、
死
因
は
皮
膚
ガ
ン
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
の
地
で
も
あ
り
、
訪
問
者
に
は
悲
し
み
の
影
が
色

濃
く
感
じ
ら
れ
る
長
崎
で
す
が
、
現
在
は
『
竜
馬
の
街
』
と
し
て
元

気
い
っ
ぱ
い
の
よ
う
。
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
が
終
っ
た
あ
と
が
怖
い
。
」 

 
 

 
 

 
 

と
グ
ラ
バ
ー
園
の
案
内
人
が
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

日
本
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
仕
様
の
違
う
市
電
が
走
っ
て
い
た

り
、
あ
ち
こ
ち
に
「
○
○
発
祥
の
地
」
が
あ
っ
た
り
、
食
べ
物
は
お

い
し
く
、
山
に
囲
ま
れ
た
す
り
鉢
状
の
盆
地
が
海
に
向
か
っ
て
開
け
、

そ
の
斜
面
に
街
が
張
り
付
い
て
い
る
よ
う
な
風
光
明
媚
な
歴
史
の

地
。
ぜ
ひ
ま
た
ゆ
っ
く
り
訪
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。
長
崎
の
猫
の
七

九
％
は
遺
伝
子
が
変
化
し
て
尻
尾
が
曲
が
っ
て
い
る
と
聞
い
た
大

武
先
生
は
、
長
崎
滞
在
中
、
か
な
り
必
死
に
「
尻
尾
の
曲
が
っ
た
猫
」

の
撮
影
に
奔
走
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
成
功
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

尾
曲
が
り
猫
に
つ
い
て
は
、
日
本
「
長
崎
ね
こ
」
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
、
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

前
川
晃
子 

は
み
ん
ぐ
共
想
法 

 

平
成
二
二
年
七
月
、
柏
市
立
介
護
老
人
保
健
施
設
「
は
み
ん
ぐ
」

で
『
ふ
れ
あ
い
共
想
法
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
六
月
に
共
想
法
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
、
施
設
の
方
々
、
通
所
者
と
そ
の
家
族
の
方
々
を

対
象
に
、
二
度
に
亘
っ
て
行
い
ま
し
た
。
通
所
者
と
そ
の
家
族
へ
の

説
明
会
で
は
、
大
き
な
文
字
、
画
像
に
合
わ
せ
た
大
武
先
生
の
丁
寧

な
説
明
に
、
車
椅
子
の
方
を
含
む
通
所
者
の
方
々
は
、
最
後
ま
で
熱

心
に
受
講
さ
れ
、
質
問
も
多
く
、
参
加
希
望
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

七
月
に
入
り
、
六
名
の
参
加
者
と
写
真
を
通
し
て
の
聞
き
取
り
、
画

像
の
入
力
を
行
い
、
準
備
は
ほ
ぼ
完
了
い
た
し
ま
し
た
。 

共
想
法
第
一
回
テ
ー
マ
「
ふ
る
さ
と
、
旅
行
、
近
場
の
名
所
」
に

続
い
て
「
食
べ
物
、
健
康
」
最
後
は
「
好
き
な
も
の
ご
と
」
と
進
め

て
参
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
画
像
に
目
を
見
開
き
、
ゆ
っ
く
り
と
真

剣
な
表
情
で
話
す
方
、
流
暢
に
要
領
を
得
た
話
を
す
る
方
、
口
数
の

少
な
い
方
、
に
こ
や
か
に
補
聴
器
を
携
え
て
参
加
す
る
方
々
、
そ
れ

ぞ
れ
の
写
真
に
対
す
る
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
話
が

弾
み
、
例
え
ば
、「
あ
だ
し
野
」
の
画
像
に
対
し
て
、「
行
っ
て
見
た

く
な
り
ま
し
た
」
、
亀
戸
天
神
が
で
て
き
ま
す
と
、「
Ｋ
さ
ん
の
郷
里 

 
 

 
 

 

所
見
・
感
想
カ
ー
ド
に
は
、
参
加
者
全
員
か
ら
、
楽
し
か
っ
た
、

ま
た
参
加
し
た
い
と
あ
り
ま
し
た
。
は
み
ん
ぐ
で
の
共
想
法
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
写
真
の
収
集
や
連
絡
等
、
施
設
の
方
々
、
デ
イ
ケ

ア
の
担
当
の
方
の
、
多
大
な
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

武
下
秀
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

        

編
集
後
記 

 

連
日
猛
暑
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
お
元
気
で
お
過

ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
、
被
爆
六
十
五
年
の
年
に
当
た

り
、
長
崎
で
の
学
会
に
参
加
で
き
た
こ
と
も
何
か
の
縁
と
思
い
ま
す
。 

又
、
猛
暑
で
体
調
管
理
の
難
し
い
中
、
そ
れ
に
も
め
げ
ず
に
記
事
を

寄
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

編
集
子 

今
後
の
予
定 

＊
九
、
十
月
開
講 

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
利
用
で
ふ
れ
あ
い
共
想

法
実
習
全
四
回 

ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お 

＊
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
共
想
法 

十
月
二
十
六
日 

ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ

ま
す
お
、
十
一
月
三
十
日 

流
山
市
民
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー 

問
合
せ
、
申
込
み
は
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（04-7172-6704

） 

↑ 長崎平和公園 

長崎の猫 ↓ 

はみんぐにて

ね
」
等
、
参
加
者
同
士
の
交
流

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

Ｅ
さ
ん
は
写
真
を
探
す
こ
と
で

ア
ル
バ
ム
の
整
理
が
で
き
ま
し

た
。
Ａ
さ
ん
は
、
ま
だ
話
し
た

い
写
真
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う

で
す
。
ま
た
お
願
い
し
ま
す
ね
、

と
Ｓ
さ
ん
。 

ホームページアドレス ；http://www.fonobono.org 


